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本研究は、未だ議論が続く宇宙の問題の一つである、銀河系
内や系外から飛来する超高エネルギー宇宙線の起源と伝播の
物理学を解き明かそうとする研究である。応募者は、本研究
計画において、2018 年度から稼働し観測を始めた TALE
（Telescope Array Low energy Extension）実験の低エネルギ
ー側の性能を SD(Surface Detector)と呼ぶ検出器の増補によ
って向上させると共に、観測を継続し、1015~1020電子ボルト
に渡る信頼できるエネルギースペクトルを取得し、宇宙線の
起源と伝播の物理の研究を進めることとしている。 

これらの宇宙の問題の研究が進まなかった理由の一つとし
て、銀河系内起源の宇宙線を閉じ込めることができる最大エ
ネルギーあたりで信頼できるエネルギースペクトルを求める
ことができなかったことがあげられており、このスペクトル
を測定するには宇宙線の化学組成も測定する必要がある。本
研究によって、興味あるエネルギー帯域での宇宙線の化学組
成決定とともに、信頼できるエネルギースペクトルの導出が
可能となれば、銀河系内で発生し閉じ込められた宇宙線エネ
ルギーの上限や、銀河系外起源の宇宙線のエネルギースペク
トルを明らかにすることが期待される。 
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